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令和 7（2025）年度 資源評価調査報告書（拡大種） 

 

種名 タチウオ 対象水域 太平洋北部（青森県～茨城

県） 

担当機関名 

水産研究・教育機構 水産資

源研究所 水産資源研究セン

ター 底魚資源部、青森県産

業技術センター水産総合研究

所、岩手県水産技術センタ

ー、宮城県水産技術総合セン

ター、福島県水産資源研究

所、福島県水産海洋研究セン

ター、茨城県水産試験場 

 協力機関名  

 
1．調査の概要 

青森県（佐井村以東）、岩手県、宮城県、福島県および茨城県が過去に遡ってまとめ

た主要港の魚種別漁業種類別の水揚げ情報をもとに、太平洋北部における本種の漁業種

類別漁獲量、県別漁獲量および月別漁獲量を求め、主漁場や主漁期を調べた。また、各

県の漁獲量集計値の変動から、現在の資源の水準および動向を判断した。 
 
2．漁業の概要 

本種の漁獲量情報は青森県では2007年以降、岩手県および宮城県では1995年以降、福

島県では2000年以降、茨城県では1990年以降について整備されている（表1）。本種の漁

獲量は年変動が大きく、4県以上で漁獲情報が揃った2000年以降では0.9～682.4トンで推

移している（図1、表1）。2003～2015年までの漁獲量は年による増減はありつつも20ト
ン未満で推移していた。2014年以降の漁獲量は増加傾向にあり、2018年以降は100トン

以上で2024年の漁獲量は過去最高値の682.4トンとなった。漁獲量を県別にみると宮城

県が占める割合が高く、2005年以降は宮城県の漁獲量が全体の50%以上を占めている。

また、2024年の宮城県と福島県の漁獲量は過去最高値となった。 
漁業種類別漁獲量を見ると、主に小型底びき網（以下、｢小底｣という）、定置網およ

び刺網で漁獲されており、2000年以降では漁獲量全体に占めるこれら3漁法の割合は50
～86%で推移している（図2）。2024年の各漁法の漁獲量割合は沖合底びき網で8%、小底

で28%、定置網で37%、刺網で21%、船曳網で1%、その他漁業で5%であった。また、県

によって主となる漁法は異なり、青森県と岩手県では定置網、宮城県では定置網および

小底、福島県では刺網が主となっている（図3）。茨城県では主となる漁法は年によって

異なり、2024年では主に船曳網とその他漁法によって漁獲されていた。本種の主漁期は

海域によって異なっており、岩手県、宮城県では6～12月に漁獲が多い一方、茨城県で

は1～6月および11～12月に多い傾向が認められる（図4）。 
 
3．生物学的特性 
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(1)  分布・回遊：北海道全沿岸～九州南岸の日本海・東シナ海・太平洋沿岸、瀬戸内海、

東シナ海大陸棚域、黄海、渤海に分布する（中坊・土居内 2013）。仙台湾では月別

の漁場形成の傾向から、6～7 月頃に他海域から来遊する群の存在が示唆されてい

る（時岡ほか 2023）。 
(2)  年齢・成長：仙台湾では雄は 1 歳で肛門前長 25 cm、2 歳で 32 cm、3 歳および 4 歳

で 34 cm、5 歳で 35 cm に成長する（増田・片山 2022）。雌は 1 歳で肛門前長 25 cm、

2 歳で 36 cm、3 歳で 41 cm、4 歳で 43 cm、5 歳で 44 cm に成長し、雄よりも雌の方

がより大型に成長する（増田・片山 2022）。 
(3)  成熟・産卵：年齢別の成熟率については海域や年代の差が大きいと考えられている

（青沼ほか 2022）。若狭湾西部海域では 1 歳魚から一部産卵に関与するものが見ら

れ、2 歳魚以上ではほぼ全ての個体が産卵に関与すると推察されている（宗清・桑

原 1988）。寿命は日本海・東シナ海系群では 8 歳程度と推定されている（青沼ほか 
2022）。産卵期は仙台湾では 7～10 月で、産卵盛期は 9 月と考えられている（増田・

片山 2022）。 
(4)  被捕食関係：仙台湾における主要な餌生物はカタクチイワシである（櫻井ほか 

2023）。東シナ海産のものでは小～中型個体（肛門前長 25 cm 以下）では主にアミ類

などの動物プランクトンを、それ以後は魚類（カタクチイワシ、シログチ、タチウ

オ）を中心にイカ類、エビ・カニ類に移行し、魚類捕食率は地域によって若干異な

ることが示唆されている（山田ほか 2007）。本種では共食い現象がみられ、密集期

である越冬期と産卵期に多い（青沼ほか 2022）。 
 
4．資源状態 

比較的長期間にわたる漁獲情報が整備されている岩手県、宮城県、福島県および茨城

県の2000～2024年の漁獲量を用いて水準と動向を判断した（図5、表1）。資源水準は、

2000年以降の4県合計漁獲量の平均値よりも30%以上多い場合を高位水準、30%以上少な

い場合を低位水準とした（高中位境界=168.0トン、中低位境界=90.5トン）。2024年の岩

手県、宮城県、福島県および茨城県の合計漁獲量は681.9トンであり、高中位の境界を上

回ることから水準は高位と判断した。また、直近5年間（2020～2024年）の4県合計漁獲

量の推移より、動向は増加と判断した（図5、表1）。 
 
5．その他 

資源回復のための取り組みは行われていない。太平洋北部における近年の漁獲量増加

の要因については沿岸水温の上昇との関連が指摘されている（増田・片山 2022）。し

かしながら、本海域における生物特性や資源構造には不明な点が多く、さらなる情報収

集が必要である。 
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図 1. 県別漁獲量 集計に用いた年は県によって異なる。 

（青森県：2007～2024 年、岩手県：1995～2024 年、宮城県：1995～2024 年、福島

県：2000～2024 年、茨城県：1990～2024 年） 
 

 

 

図 2. 漁業種類別漁獲量 集計に用いた年は県によって異なる。 
（青森県：2007～2024 年、岩手県：1995～2024 年、宮城県：1995～2024 年、福島

県：2000～2024 年、茨城県：1990～2024 年） 
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図 3. 県別年別漁法別漁獲量 集計に用いた年は県によって異なる。 

（青森県：2007～2024 年、岩手県：1995～2024 年、宮城県：1995～2024 年、福島

県：2000～2024 年、茨城県：1990～2024 年） 
 
 

 
図 4. 岩手県、宮城県および茨城県における年別月別漁獲量 
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図 5. 岩手県、宮城県、福島県、茨城県における 2000 年以降の年別漁獲量                           

上下 2 本の破線はそれぞれ高位と中位の境界、中位と低位の境界を表す。 
 

 

表 1. 1990～2024 年における各県の漁獲量（トン） 

 
"－"は漁獲情報が未整備であるために不明であることを表す。 

 

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

青森県 － － － － － － － － － － － － － － － － － 0.0

岩手県 － － － － － 0.9 0.7 0.4 0.2 5.6 1.9 0.3 1.4 0.2 0.1 0.0 0.0 0.0

宮城県 － － － － － 60.0 12.3 5.1 7.5 320.5 51.2 10.4 31.5 3.6 1.1 0.8 4.3 7.2

福島県 － － － － － － － － － － 10.5 10.5 9.5 6.9 1.6 0.2 2.3 2.4

茨城県 21.1 28.7 55.1 22.5 5.7 20.7 4.8 9.0 5.8 41.5 21.0 8.5 15.8 6.0 0.8 0.2 0.1 2.1

計 21.1 28.7 55.1 22.5 5.7 81.5 17.8 14.5 13.4 367.6 84.6 29.7 58.2 16.7 3.6 1.2 6.8 11.7

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

青森県 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.6 1.0 4.4 0.5 0.5

岩手県 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.0 0.7 0.2 0.2 3.2 3.8 8.4 22.1 4.3 8.6

宮城県 2.2 1.4 0.9 0.8 1.6 6.7 6.2 12.3 23.4 33.3 105.1 121.9 389.7 506.4 398.1 253.0 544.2

福島県 1.1 0.4 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3 0.6 4.1 5.4 15.0 43.3 98.2 56.0 108.0

茨城県 0.9 0.2 0.1 0.1 0.1 2.0 1.0 2.9 6.4 12.0 7.2 27.7 25.7 48.2 47.9 23.2 21.1

計 4.3 2.0 1.1 0.9 1.8 8.7 7.3 15.4 30.9 46.2 116.6 158.6 434.7 607.3 570.8 337.0 682.4


